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　 事例発表  14:15頃から
1 文京区立湯島小学校　
2 足立区立加賀中学校
3 国立市立国立第一中学校
4 都立墨田川高等学校
5 都立町田高等学校

　 講演  15:45頃から
「子供たちが主体的に考える
 情報モラル教育」
講師：塩田 真吾（静岡大学准教授）

子供たちが自ら考え、発信する、スマートフォン・SNSの利用について

平成28年

11月4日 金
14:00から16:30まで 
(開場・受付開始 13:00から)

情報教育
フォーラム

平成28年度

銀座ブロッサム
中央会館
中央区銀座2-15-6
●東京メトロ有楽町線　
　新富町駅1番出口　徒歩1分
●東京メトロ日比谷線／
　都営地下鉄浅草線　
　東銀座駅3・5番出口　徒歩8分

会場のご案内

お問合せ先

東京都教育庁指導部指導企画課 情報教育班
TEL：03-5320-6848

1

■会場内パネル発表 13:00から17:00まで

定員900名

2

東京都教育委員会

1「少し先を行く情報モラル教育の実践」
都は、情報モラル推進校を指定し、新たな情報モラル教
育の在り方について、開発を行ってきました。これまでの
成果を各校ブースにてご覧ください。

2「特別支援学校におけるICT機器活用」
情報モラル教育に加え、ICT機器を活用するための支援
機器やプログラミング教育等について、実機とともに推
進校の取組を展示します。

東京都内の小学校・
中学校・中等教育学校・
高等学校・特別支援学校の
児童・生徒、教員、保護者、
都内在住・在勤の方

のために

今、学校では、SNSの利用のルールを定める動きが進んでいます。
ルールづくりを通じて、子供たちは、どのようなことを感じ、考えているのでしょうか。

学校の事例発表と講演から考えます。

入場無料

「ルールづくりの話合い」の様子
（中学校）



申込者（代表者）
氏名

参加人数
（申込者を含む。）

児童／生徒

名 名 名 名

保護者 その他

＿                    ＿当てはまる項目を
○で囲んでください。 児童／生徒 ・ 保護者 ・ その他

所属／
学校名・
会社名等

電話番号

ふりがな

情報教育フォーラム事務局 行　TEL 03-3824-7231／ファクシミリ  03-3824-7254

参加者
内訳

※当フォーラムの受付簿作成以外の目的では使用しません。

電子メールで申し込む場合は、次の（１）～（5）を必ず記載してください。

（１）氏名（ふりがな）　　（２）所属／学校名・会社名等　　（３）電話番号　　（４）参加人数＜申込者を含む。＞　　 （５）参加者内訳

電子メール送信先アドレス：joho-kyoiku@try-sky.com まで

申込締切／平成 28年 10月 28日（金）
情報教育フォーラムに参加希望の方は、ファクシミリ、電子メール又は電話により申し込んでください。
※都内公立学校の教職員は、この用紙ではなく学校を通じて申し込んでください。

児童・生徒による情報モラル教育の事例を紹介します。

1 文京区立湯島小学校
2 足立区立加賀中学校
3 国立市立国立第一中学校
4 都立墨田川高等学校
5 都立町田高等学校

ロビーにおいて情報モラル推進校のこれまでの取組
を紹介しています。

●小学校
文京区立湯島小学校、世田谷区立東玉川小学校、
杉並区立天沼小学校、八王子市立第五小学校、
小平市立小平第十四小学校

●中学校
豊島区立千登世橋中学校、足立区立加賀中学校、
江戸川区立南葛西中学校、
東村山市立東村山第五中学校、
国立市立国立第一中学校

●高等学校
都立六本木高等学校、都立墨田川高等学校、
都立町田高等学校、都立野津田高等学校、
都立山崎高等学校、都立町田工業高等学校、
都立東村山高等学校

●特別支援学校
都立城南特別支援学校、
都立鹿本学園、
都立石神井特別支援学校

会場内展示

昨年度の様子

※都内公立学校の教職員は、この用紙ではなく学校を通じて申し込んでください。

講師：塩田 真吾　静岡大学准教授
　今、情報モラル教育が変わろうとして
います。「個人情報が漏れて危険」、「書
き込んだことが炎上して危険」といった
学習は、本当に子供たちの心に届いてい
るでしょうか。
　開発したカード型教材を中心に、ネットを利用する全ての
子供たちが主体的に学ぶための、新しい情報モラル教育の
在り方についてお話しします。

　塩田准教授は、LINE株式会社が講演やワークショップで活用
している教材の開発に関わっています。
　東京都教育委員会は、LINE株式会社と教材の開発等を行う
協定を締結しており、新たな補助教材の開発を進めています。

平成 28年度 情報モラル推進校

情報教育フォーラム　参加申込書

事例発表

講演
テーマ「子供たちが主体的に考える情報モラル教育」


